
 天文月報　2022年 1月40

小平桂一氏ロングインタビュー
第3回：ドイツ留学時代

高　橋　慶太郎
〈熊本大学大学院先端科学研究部　〒860‒8555 熊本県熊本市中央区黒髪 2‒39‒1〉

e-mail: keitaro@kumamoto-u.ac.jp

小平桂一氏インタビューの第3回です．小平氏は東京大学で修士を卒業した後，ドイツのキール
大学に留学します．そこでは当時を代表する恒星物理学者であるウンゼルトのもと，恒星スペクト
ルの研究に取り組みます．そしてドイツ語での論文執筆や口頭試問を乗り越えて学位を取得し，そ
の研究が世界的に評価されるとともに銀河構造や化学進化など小平氏の後の研究につながる科学的
動機を得ます．当時のドイツは日本と同じく第2次大戦からの復興期でしたが，ドイツの大学の様
子，学問に対する向き合い方はどうだったのでしょうか．

●ドイツ留学

高橋：前回は東大の修士課程に行って，もう日本
にいてもしょうがないからドイツに留学するとい
うところまでお話しいただきました．キール大学
のウンゼルト（Albrecht Unsöld・写真1）先生の
ところに行ったということですよね．キール大
学っていうのは場所はどの辺なんですか？
小平：キール大学はドイツの一番北の方です．バ
ルチック海に面していて，デンマークとの国境に
近いところですね．大学として有名な大学ではな
いんですよ．第1次世界大戦の終わり頃にキール
の水兵が反乱したとかですね，それからユーボー
ト，潜水艦が出撃した基地だとか，そういうので
は知られてますけど（笑）．でもたまたまその時
はウンゼルトっていう，ハイゼンベルクと並んで
ゾンマーフェルトのお弟子さんでね．ハイゼンベ
ルクは26歳でライプチヒの講座主任というか，
正教授になったので有名ですけど，ウンゼルト先
生も27歳でキール大学の理論物理研究所の所長，
正教授になってて，まあ二大物理学者って言われ
るくらいの人です．星の物理の分野でも当時は

キールのウンゼルトか，ユトレヒトのミナート
（Marcel Minnaert）かっていうまあ双璧に例えら
れるくらいの人だったですね．当時ミナートはシ
カゴを訪問していたらしいんですが．そのウンゼ

写真1 Albrecht Otto Johannes Unsöld （1905‒1995・
1964年頃の写真）．
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ルトのところに行くというので海野（和三郎）さ
んがびっくりされたんで，そうかぁって思ったん
ですけど．
高橋： 日本は戦後，復興するのに結構時間がか
かったと思いますけど，ドイツは当時どのくらい
復興してたんですか？
小平：いやぁドイツは僕が行った頃はまだ東西ド
イツが分断されていて，東ドイツ東ベルリンはソ
連の影響下にあって，西側だけがフランスやアメ
リカの影響下にありましたから，経済的にも結構
大変だった時ですよ．アメリカからマーシャルプ
ランっていうので助けてもらって，まあ経済は
たってましたけどね．
高橋：でも学問がちゃんとできる状態だったんで
すよね．
小平：まあドイツの学問的伝統の重みがあったと
思いますけど，僕が行ったのは1961年で，その
頃に学術白書っていうのをドイツ学会が作ってで
すね，戦後の本格的なドイツ学術の立て直し計画
というのがその頃から始まったんですね．それで
10年くらいでマックスプランクの100メートルの
電波望遠鏡を作るだとか，まあその白書に書いた
ことが実現するのにやっぱり10年くらいかかっ
てますけど．やっぱり東西分断の中では相当厳し
かったと思います．
それとあとは知識人の多くはユダヤ系だった．
アインシュタインはじめ，アメリカに流出してし
まいましたよね．で，呼び戻したいんだけれど
も，その当時はなかなかうまくいってなくてね．
今はもうだいぶ良くなったと思うんですけど．僕
は2001年にカール・シュバルツシルトメダルを
もらったんですけど，それはカール・シュバルツ
シルト，ブラックホールの解を立てたあの先生の
奥さんが，その先生がなくなった後，財団を設立
して作ったメダルなんです．その第1号っていう
のが1959年で，そのカール・シュバルツシルト
の息子，マーチン・シュバルツシルトなんです．
アメリカで成層圏望遠鏡で太陽を観測したような

太陽物理の大家なんですけど，マーチン・シュバ
ルツシルトにメダルを出したところ，彼は授賞式
でドイツに来るのを拒否したんですよね．そうい
う有名な話があって，ドイツのユダヤ系知識人で
アメリカへ流出した人たちと，それからまあ祖国
に残った人たちの間の隔絶っていうのがだいぶ長
く続いたんですね．まあ今でも評価がいろいろ分
かれますけどね．
そういうことがあって，ドイツの学術っていう
のは19世紀には世界をリードして，ポツダムが
世界の天文学の中心だったわけですけど，第2次
世界大戦で敗れて，その後アメリカにお株を奪わ
れてね．だから第1次世界大戦が終わるまでは世
界の天文学会でドイツ語が学会語だったのが，そ
れから後は今のAstronomical Unionになってフラ
ンス語と英語がパラレルにずっと使われてきて，
最近は英語だけになってきたんじゃないかしら．
高橋：そうですね．
小平：だから戦後のドイツっていうのは，かつて
のドイツを如何にまた取り戻すかっていうよう
な，全体としてはそういう雰囲気でしたけど，ま
あやっぱり伝統の深さみたいなものは根付いてい
たので，それがその後も生き続けていると思うん
ですけどね．
高橋：では先生が行った時はドイツが復興しよう
という時だったんですね．
小平：そうです．ですからキールなんかは，戦争
の廃墟がまだあってね．向こうは石造りの家です
から，いったん爆弾で壊れるとなかなか作り直す
のは大変で，まだいたるところにこんな穴があっ
て，建て直されないままであるようなところがあ
ちこちにあった頃ですね．それで僕がドイツに留
学する時，お金がないから船で行ったわけですけ
ど，貨客船でインド洋で揉まれてる時にガガーリ
ンが最初の宇宙飛行士として飛んだ．同時にベル
リンの壁がその時できたんですけど．
高橋：その頃なんですか．それで，先生はドイツ
で下宿をされたんですか？
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小平：それはね，僕はドイツ学術交流会っていう
ところの奨学金で行ったものですから，大学がそ
の寄宿舎を世話してくれて．それで最初に行った
ところはプロテスタントの系統の寄宿舎で，門限
はあるしなかなか厳しい寄宿舎で（笑）．最初は
ドイツ人の学生と同じ部屋を1学期間はシェアす
るんですよね．
高橋：言葉を鍛えられますね．
小平：うん，そのドイツ学術交流会の場合は，ま
ずゲーテ協会っていうところでインテンシブ
ジャーマンをやらされるんですよ．そこで3か月
くらいやったけれど，結局はまあそれだけじゃだ
めですね．一応読んだりはできるようになったけ
ど．それから今は論文をみんな英語で書きますけ
ど，当時はもうドイツ語じゃないとだめなものだ
から，学位論文を書くのはもう苦労しましたね．
高橋：議論もドイツ語でするってことですか？
小平：ドイツ語です．ゼミなんかでね，英語を使う
とウンゼルト先生は怒るんですよ．ある時，衝撃波
の話が出てきてある学生が「ショックウェーブ」っ
て言ったら，「ドイツ語を知らないのか」って怒ら
れて，その学生は次から出てこなかった（笑）．
高橋：じゃあそういうのについていくのは，相当
ドイツ語の力がないと…．
小平：そうですね．で，僕はドイツに行って一番
感激したのは，寄宿舎に入れられて，まあ自炊な
わけですよね．それで近くの肉屋にソーセージを
買いに行くようになったら，当時のドイツの肉
屋っていうのはマイスター，今でもまあそうなん
ですけど，肉を売るんじゃなくて自分の店で屠殺
して，それで肉を作ってみんなに分けるってい
う，まあたたき上げの職人みたいな人なんです．
その人が「お前，中国人か」って言うから，それ
は当然ですよね，黄色人種を見たら中国人かって
いうのは一番確率高いわけだから．「いや日本人
だ」って言ったら，「寄宿舎にいるこのへんの学
生か．何をやってるんだ？」って言うから，
ちょっとこれ分かってもらえるかなと思ったけど

「天文学をやってる」って言うと，それがね，「そ
うかそうか，面白いことやってるな．何か面白い
ことが分かったら俺に教えろ」って言うんです
よ．「俺はお前においしいソーセージを作ってや
るから」って．その時に僕は，いやあドイツって
のは天文学が社会的な職業の1つとして成り立っ
てる社会なんだなあということを実感して，ドイ
ツへ来てよかったって思ったんです．日本にいる
時にはもう親父がうちの弟たちに，「あいつは天
文学なんかやって食っていけない．助けてやれ」
とか言ってたから．
高橋：そうなんですか．でも親御さんは別に反対
はしなかったんですよね．
小平：反対はしなかった．それは割合自由主義的
な親でしたからね，好きなことやれと．ただ金に
はならんぞと（笑）．当時の天文学ですから余計
ですよ．

●研究テーマをもらう

高橋：それでウンゼルト先生に会って，どうだっ
たんですか？
小平：ウンゼルト先生に「日本で何をやってたん
だ」って言われて，「太陽の黒点をやってまし
た」って言ったら「そんなのはやめなさい」って
（笑）．他のテーマをもらうことになったんです．
まあだからその時にウンゼルト先生からもらった
テーマが結局はその後の僕のいろんな仕事の広が
りのもとになったんです．
高橋：どういうテーマをもらったんですか？
小平：ウンゼルト先生は星を分析する理論体系を
作った人なんです．それでウンゼルト先生は観測
屋じゃないんですけど，その前の年にアメリカの
カリフォルニアに行っていて，パロマーかマウン
トウィルソンか，大望遠鏡で撮ったスペクトルを
持っていたんですね．僕がもらったテーマはその
スペクトルをウンゼルト先生の理論で分析して，
星の化学組成とか温度とか大気構造を決める，そ
ういうテーマなんですね．そのために大型のコン
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ピューターがやっと使えるようになった時代で，
その理論をソフトウェアに変換して大型のコン
ピューターでやるっていうのがキールで走ってた
プロジェクトの1つなんです．僕はその中でも面
白い星のスペクトルをたまたまもらって．その時
のドイツ最先端のZUZE X-1っていう大型計算
機，メモリーが4 k（バイト）だったんです（笑）．
大きな部屋で電子管ラックがたくさん置いてあっ
てですね，メモリーが足りないからリールに紙
テープを巻いてですね，それを廊下にずうっと柱
みたいに立てて，リールでメモリーをまわして読
ませて使ったんですね．それがまあ廊下を占有す
るんで，週末でないとだめなんですよ．だから週
末にZUZE X-1の時間をもらって．
高橋：それは誰かと一緒に共同研究ということな
んですか？
小平： 僕1人です．助手の人はまた別のことを
やってました．
高橋：他に大学院生はいなかったんですか？
小平：大学院生はねえ，もう3人，4人いました
けどやってることは違いましたね．
高橋：じゃあ小さなグループだったわけですね．
小平：ええ．そんなに大きなグループじゃないで
すね．ウンゼルト先生が気に入らないと，学位論
文が出せないんです．当時のドイツの大学という
のは学年が何にもないわけですよ．要するに学問
をやりたいやつが弟子入りして何年かかってもや
るっていうような．ゼミが毎週1回，金曜日の午
後5時から7時までっていうのがあって，いろん
な学生に順番に話をさせるわけです．それで気に
入るとドクターのテーマをあげるけれど，もう追
い返されちゃう学生もいて．学年がないものだか
ら，先生のところに行って「学位論文のテーマが
欲しいんですけど」って言ったら，「そんなに実
力がついたと思ってるのか．それじゃあ試してや
ろう」みたいな感じになっちゃう（笑）．だから
学生も怖がってなかなか行かないんです．
高橋：それは怖いですね（笑）．

小平：僕の場合は最初のテスト用にですね，さっ
きの面白い星の前にもう1つうんと明るい星のスペ
クトルをやってみろって3か月くらいいじらせても
らったんです．それが運よくうまくいったんです
よ．終わった時にウンゼルト先生に話に行きました
ら，フムフムって聴いて．それじゃあ今度はこっち
をやってみろっていうんでその面白い星の大きなス
ペクトルを6枚くらい渡してくれたんです．
高橋：それで気に入られたということですか．
小平： うーん，まあそうなんでしょうね．気に
入ったっていうか僕は最初にして最後の外国人学
生なんですよ，ウンゼルト先生の弟子でね．です
から当時は本当にウンゼルト先生の気に入ったや
つだけが何人かいて，僕がいた時は学生って呼べ
るのは3人か4人でしたけど，ドイツの天文学の
歴史をやってるような人もいたし，僕と同じよう
なことをやってたのは助手と僕より2, 3年上のバ
シェック（Bodo Baschek）さんっていう人です．
僕より5年くらい上の人が大型計算機が使えるよ
うになったっていうんでそれを始めて，僕の時に
はそろそろ IBMの計算機が使えるかって頃で．
グレードアップするんでいろんなアトミックコン

スタントの計算とかそういうものを組み込まなく
ちゃいけなくて，物理的なpartition function（分
配関数）を計算するとかそういう仕事もアルバイ
トでやりましたけどね．それも割合運よくいっ
たっていう感じですね．
高橋： なるほど，じゃあドクターのテーマをも
らって，星のスペクトルの研究をすることになっ
たわけですね．
小平： そうですね，ええ．それでまだ戦後だか
ら，ウンゼルト先生にはちゃんとした部屋があり
ましたけど，助手やなんかは2, 3人同じ部屋にい
るような状態で，僕の部屋っていうのは図書室と
書架の間の一番窓際の端のところに机を1個置い
て，そこに席をもらったんです．学位論文が終わ
るまで，ずうっとそこで仕事をしてました．そこ
でマイクロ・コンパレーターを使って，実際にス
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ペクトルを測定する．延々と顕微鏡の下で測っ
て，そのデータを紙テープにパンチするわけです
よね．
高橋：測るというのはスペクトルのデータを顕微
鏡で読み取るということですか？
小平：はい，当時のスペクトルはガラス乾板です
からね，デジタルじゃないんで．しかも図書室の端
の窓際でやってるものですから，乾板が伸び縮み
するわけですよね．だから毎回測定の前後にキャ
リブレーションをやって，吸収線とか輝線の位置
を読み取って，それをスキャンして強さのデータも
入力して．そういう観測されたエネルギー分布と
スペクトル線を再現するように，星の大気の有効
温度だとか星の半径だとかそういうのを導き出す．
で，最終的には化学組成，水素に対して他の元素
がどれくらいっていうようなものを数値的に出す．
結果として僕がもらった星はpopulation II（種
族 II）の星という，重元素が太陽なんかに比べて
20分の1くらいしかない星で，しかもその視線速
度がマイナス360 km/秒っていう高速度星って呼
ばれてるものなんですね．それをやったおかげで
僕は銀河構造だとか銀河力学とか銀河の化学進化
とか，そういう方にその後進むことになったんで
す．その論文はまあ結構世界中で評価されて，そ
のおかげで日本にもすぐ帰ってこれたからよかっ
た．東大の助手の席が最後1個残ってるからとか
いうんで，もらって日本に帰って来たけどキャル
テック（カリフォルニア工科大学）からも声がか
かって．ただそれは全部ウンゼルト先生のその星
のスペクトルのおかげで，僕は stellar spectro-
scopic theorist（恒星分光学の理論家）として評
価されたんです．
高橋：この星の研究から銀河の研究に広がったと
いうことですか．
小平：だから僕がこの前まで10年間日本学術振
興会のドイツのボンセンターに勤めて帰って来る
時，最後のマックスプランクでの談話会では，そ
の星1つの研究から銀河の研究へっていうのでレ

ビューをやったんです．ウンゼルト先生がそうい
う意図があったとも思えないけど，ともかくまあ
面白い天体を外国から来た若造にくださったって
いうのは，前に話したけど畑中（武夫）先生が東
大のワークショップでね，「君，どう思う？」っ
て大学院生に聞いた時をなんとなく思い出して，
若い人に目をかけてくださる先生なんだなあとい
うことを，今振り返ってそう思ってます．
高橋：そうなんですか．研究はどういうスタイル
で進めていくんですか？　ウンゼルト先生とよく
議論して？
小平：それは半年に1回くらい「どうだ」って．
その1日だけですよ（笑）．
高橋：へえ～, 普段は議論しなくて？
小平：普段はさっき言ったゼミが週1回あります
けど，別に僕の研究の話を聴いてくれるってわけ
じゃなくて．僕の研究の話は結局一番最後のドク
ター論文ができた頃にしただけで．
高橋： じゃあ基本的には1人でコツコツと進め
るっていう感じですか．
小平：まあそうです．結構大変でしたけど，今思
うとやっぱり若いからああいうことはできたのか
もしれません．まあ日本じゃ見たことないような
立派なスペクトルで，本なんかで見たり読んだり
したことはあるけど自分では全く手にしたことが
ない宝物みたいなものを渡されたんで，そこから
絞り出せるものは全部絞り出さないといけないっ
ていう感じで仕事してましたから．かなり熱中し
ましたね．それとまあ他に遊ぶお金もなければ言
葉も通じないってことがあって，寄宿舎にテレビ
があるわけでもないし，ですからそればっかり
やってたわけで．

●キール大学での授業

高橋：研究以外は何をされてたんですか？　授業
はあったんですか？
小平：全く学年もないし，一応物理で登録してあ
りますけど何の講義聴いても自由ですから，医学
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部の講義も聴きに行きましたし，それから夕方に
なると経済の講義にも行きました．そういう，な
んでしょうね，学問の醍醐味みたいな，研究者
じゃなくて学者になれるっていうか，そういうと
ころがドイツにはありましたね．ある目的のため
にある一定の仕事をして対価を得るっていうスタ
ンスじゃなくて，自分の興味があるものに対して
のめり込んでいける．それが学問だっていう感覚
はウンゼルト先生にもありましたけれど，大学全
体を包んでる雰囲気があってそういうものには非
常に影響を受けたと思いますね．ドイツの学問に
対する全体的なスタンスといいますかね．
高橋：ウンゼルト先生も講義をされてたんですか？
小平：ウンゼルト先生の講義は最初に入った1学期
に，初心者向けの天文学入門みたいなのをやって
おられました．朝8時半から9時半までの講義なん
ですけど，冬学期だったからまだ真っ暗で街灯が
点いてるような．で，行くと先生はシュベーベンっ
て呼ばれる地方の方言で話されるわけです．僕は
バイエルンのゲーテ協会で標準ドイツ語を習った
んですが，バイエルンの街ではバイエリッシュ，
キールの街ではオランダ語に近い北方ドイツ語で，
標準ドイツ語はあまり使い物にならない．そこにき
て講義に行くと先生がシュベーべンっていう地方
の方言なもんだから，ほとんど分かんなかったで
すね．ただ，式が出てきたり，それからまあ天文で
すから共通の業界用語は分かるんで，何とか聴き
ましたけどそれでなんか新しいことを学んだってこ
とはほとんどなかったですね．
高橋：でもその医学とか経済の講義を聴いたりっ
てのは，それはだいぶドイツ語力が高まったんで
はないですか？
小平：それはまあ内容はそんなにきちんと分かっ
てたんじゃないと思うんですけど，雰囲気ですよ
ね．社会にいったん出た銀行の頭取とかそういう
人も聴きにきて，一生懸命講義を聴いて質問した
り議論したりしてる．それが非常にフレッシュっ
ていうかね，印象的で．医学の臨床講義なんかで

も，先生が病人を連れてきて，今度の患者はこう
いう病気でこんなふうに反応しますよとかって，
前でやるわけですよ（笑）．それで階段教室でみ
んな学生が聴いてるとか，そういうまあ学問の雰
囲気っていうかそういうものが当時のドイツの総
合大学にはまだ残ってましたね．その後，専門大
学と称するものがいくつもできてきましたけれ
ど，当時は総合大学だけで17, 18しかなかった．
そういうところはだいたいどうでしょう，歴史が
200年以上，古いと600年．ハイデルベルク大学
なんか今650年くらいかもしれませんけどね．そ
ういうところでは，神が作り給うた世界の真理み
たいな，コペルニクスが一生懸命観測したのと変
わらない精神が流れていて．
高橋：そういう学問の雰囲気を感じ取ってきたと
いうことなんですね？　ドイツ語はだんだん不自
由でなくなっていったんですか？
小平：いえいえ，それでもアルバイトでね，日本
から行った例えば炭鉱業，石炭業の視察団だとか
の通訳のバイトをやりました．それでその視察団
とドイツ側の代表が議論をやると，ドイツ人の方
はなんか数字をちゃんと出してね，グラフを書い
てこうこうだから将来の見込みはこうだとか分析
をやるんだけど，「それで日本はどう？」って言
われると日本側はとてもそういうプレゼンができ
ない．「君，まあまあって答えておいてくれ」っ
て言うけど僕はそんなこと言いたくないから「こ
のままでいけばこうだけども，下手をすると落ち
るかもしれません」とか言ってグラフに直して説
明すると，「君君，君は通訳なんだからそんな長
く説明する必要はない」とかって怒られて（笑）．
それで炭鉱視察団なんかと炭鉱の地下100メート
ルとかに潜ってこうガーガーガーガーやってると
ころで年産何百何千何トンっていう議論をやると
大変ですね．今も，そうですねえ，ここ10年は
学術振興会の仕事でドイツに行きましたけど，
10年前に行く時はやっぱり相当不安でした．
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●ヨットで国際親善

小平：それからキールってのはバルチック海に面
してて，ドイツでヨットができる2, 3の大学の内
の1つなんですね．ヨットはずいぶんやりました
ね．毎学期，新しく来た留学生のオリエンテー
ションをやるんですけど，僕は出てなかったんで
すよ．出てなかったら，2回目くらいの時に今度
はヨットの上でやるっていうから，うっかり出た
（笑）．そうしたら，なんかよく泳げる日本人学生
が来たっていうのが分かっちゃって．
高橋：泳ぎは日本でずっとやっていてお得意とい
うことでしたよね．
小平： それでキール大学には3隻ヨットがあっ
て，それはドイツの企業が大学に寄付したんです
ね．キールはドイツでヨットのできる数少ない大
学だったんです．それで当時は大学生って先生に
ついてどこでも自由に行けるんですよ．学期に
よって講義を聴くところが変わる．
高橋：そういうシステムだったんですか．面白い
ですね．
小平：だから冬はミュンヘンでスキーやって，夏
はキールに来てヨットやるっていうような学生も
いるんですね．で，キール大学はそういうわけで
企業から3隻ヨットをもらっててですね，ヨット
部に託されてるんですが，それは国際親善のため
に使えって．当時は東西ドイツに分かれてました

し，ドイツはまあ世界大戦で悪いこともずいぶん
したわけでね，国際親善に使えと．だから2時間
以上海の上にヨットを出す時には，必ず1人は外
国人学生を乗せて行けと，そういうルールがあっ
たんですね．ところが泳げる外国人が少ないと．
それで泳げる外国人学生をヨット部が探してたと
ころに僕が引っ掛かってしまってですね（笑），
いやになんかツアーに招待が来るなあと思ってた
ら裏がそうだったんです（写真2）．
高橋：それで重宝されたわけですね．
小平： そこで女房とも知り合ったんです（笑）．
女房は社会学の学生だったんですけど，アルバイ

写真2　1962年頃，小平氏によるクルーズ中のヨットから見た沿岸風景のスケッチ（小平氏より提供）．

写真3 1963年12月頃，キール大学で親しくなり後
に妻となる女子学生Utaさんと（小平氏より
提供）．
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トで外国人係をやってましてね（写真3）．

●博士論文と口頭試問

高橋：では学位論文と審査についてもう少し詳し
くお話ししてもらえますか？　恒星スペクトルの
テーマをもらって，論文を書いていくわけですね．
小平：まずさっき話したようにドイツの物理では
英語を使うのは恥みたいなことで，ドイツ語で論
文を書かなくちゃいけない．何度も何度も書き直
したんですが，まあ日本的な論理構造とドイツ的
な論理構造と違うようなことがあってですね，最
初に僕が書き上げた学位論文のドラフトなんかウ
ンゼルト先生じゃなくて，その弟子の助手の人が
見るんですけど，「これダメ」，ジョキジョキジョ
キジョキってハサミで切って，「これはこっちに
しなさい」って．
高橋：えっ，構成が違うということですか？
小平：そうなんですね．当時の僕の問題との取り
組み方は，ここに問題があると，それをこっちか
ら見たりあっちから見たり，いろんな方向から見
てこうではないかっていう，円をだんだん縮めて
いくようなそういう論理の運び方だった．ドイツ
ではそうじゃなくて，ここに視点を定めなさい．
そこから論理をずうっと発展させていくと，中心
を切ってないけどこう行きます．今度はまた離れ
たところから出発する．だから論理の出発点を非
常にはっきりさせる．そういうのを3, 4回やると，
それぞれは真ん中に当たってないんだけど，その
違いから真ん中がここにあるっていうような，論
理の鎖で直線的に切っていって中心を言い当てて
いくっていうようなね，そういう論理構成なもの
だから論文の書き方が結構違ってたんですね．
高橋：へ～，そうなんですか．
小平： で，博士論文に使いたい論文はまずパブ
リッシュしないといけないんですよ．それが3年目
の2月頃にパブリッシュできたんですかねぇ [1]．
で，今はAstronomy & Astrophysics と Monthly 
Noticesがヨーロッパのメジャーな雑誌ですけど，

そのAstronomy & Astrophysicsの前身は，An-
nales d’Astrophysiqueというフランスのジャーナ
ルと，それからドイツがやってたZeitschri� für 
Astrophysikっていうドイツ語のジャーナルで，
合体してAstronomy & Astrophysicsになったん
です．僕はそのZeitschri� für Astrophysikに投稿
したんですが，ウンゼルト先生がやっぱりいい
テーマをくださったんだと思うんですよね．その
論文はドイツ語だったけれども，割合広く読んで
もらえてですね．だから出版して，すぐにまあ論
文はよろしいということになったんですね．それ
から，物理の口頭試問っていうのは2時間あっ
て．
高橋：そんなにあるんですか．
小平： 教授が2人．ウンゼルト先生ともう1人，
実験物理の先生と2人で2時間．要するに先生と
ディスカッションするわけですけど，それはね
え，まあケースバイケースなんでしょうけども
ね，僕の時に出たテーマは人工衛星の電気系の設
計みたいな．人工衛星がその頃上がり出したん
で，その人工衛星の電気系の電位，要するに地上
だったらアースを取るわけだけど，そういうのは
ないわけで．
高橋：え，そういうテーマなんですか？
小平：うん，まあだから実験物理の先生は実験的
な話をするし，ウンゼルト先生は理論的なこと
を，ああでもないこうでもない，3人で議論を2
時間くらいやる．
高橋：星のスペクトルの研究と関係なくっていう
ことですか？
小平：そうそう．研究の方はもう論文にして，も
ちろんみんなの前で発表もして，それでパブリッ
シュもされてるからそれはそれっていうことなん

でしょうねえ．
高橋：じゃあ学位論文の発表とは別に議論のテー
マがあるっていう…．
小平： そうそう．まあ天体物理に関係なくはな
い．人工衛星ですからね．それからエレクトロニ
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クスとか量子力学的なね，そういう話は物理とし
てもちろん無関係ではないんだけれども，全然予
期してなかった．テーマをあらかじめ教えてくれ
ないんですよ．
高橋：えっ，教えてくれないんですか？　その場
でテーマを与えられて？
小平：その場で．試験室に入って，3人座ってか
ら，今日はこういうことで議論したいっていう話
になって．
高橋：それはかなり難しいですね…．
小平：だからその時議論してそんなに完璧な答え
が何かあったかというと，たぶんないんですよ
ね．いろいろとああでもない，こう考えてみると
こうなっちゃうけどこれはどうだとかね．
高橋：なんか答えを出すっていうよりちゃんと議
論できるかっていうことなんですね．
小平：そうなんでしょうね．例えば電気系のキャ
パシタンスなんてのはどういう概念で，衛星の大
きさが決まっちゃうと衛星が持てるキャパシタン
スの大きさとか長さってだいたい決まっちゃうん
ですね．そういう話だとか，物理の原理的な話で
したね．マクスウェルの方程式がどうとかこうと
かね．衛星の中に電流が流れると磁場が起こっ
て，それをどうやってシールドするかとかね．そ
れを2時間くらいああでもないこうでもないって
やって…．
高橋：ドイツ語力もかなり要るんじゃないですか．
小平：それはねえ，その時はもう2年半以上たっ
て3年目だったですけどね，うーんしどろもどろ
のドイツ語だったんじゃないかと僕は思うわけ．
だけど話がその物理の話ですからね，まあ置いて
ある紙に字を書いたり式を書いたり図を書いたり
してるから，まあ話としては成り立ったけど，後
で考えるとやっぱりウンゼルト先生も実験物理の
先生も，まあ外国人学生だし，少し甘く見てくれ
たんじゃないかと思いますけどね．それでね，そ
れからあと副科目ってのが2つあって，それは1
人の先生が1時間ずつ口頭試問．

高橋：え，またさらに別にあるんですか？
小平：ええ別に．それはねえ，副科目は天文学と
それから数学だったんですね．で，天文学はね，
トラビング（Gerhard Traving）先生っていう教
授で，出たのはヘルツシュプルング・ラッセル図
について，歴史的な話とそれから原理的な話です
ね．どうして主系列がそうなるかとか，水素が燃
え尽きるとどういうふうになっちゃうとか，そう
いう．で，まあ色等級図だとか，色でなくて温度
で取った場合だとかね，そういう話を1時間くら
い．それはまあ先生がいろいろ聞いて僕が答え
るっていう，ディスカッションするっていうより
は口頭試問に近いものだったよね．
高橋：は～，なるほど．
小平：それから数学は微分幾何の先生で，球の上
にテンソル場があるんだけど，球の場合に特異点
はあるかって話なんですよね．そのうえ球面を切
り開く，例えば地球を地図にするとかね．そうい
う時に特異点がどうしてもできちゃうわけ．それ
でもちろんテンソル幾何学なんかは相対論とかで
当時も数学的な概念として勉強はしてたけども，
それの専門じゃないから，だからまあ口頭試問と
いうよりはお互いの問答みたいな．少しこっちが
詰まると，先生の方がこういうのはどうだろうみ
たいなこと言って，それに対して僕が意見を言う
みたいな，そんなのを1時間くらいやりましたね．
高橋：それもかなり大変そうですね．
小平：それで両方終わって，翌々日くらいに試験
にパスしましたっていうのでいついつに学位出し
ますって．で，ドイツの学位試験の場合，ちょっ
とまあよくできたっていうのは，Cum Laudeっ
ていう称号があるんですよね．Dr. Cum Laudeっ
て．cumはwithかな．laudeは称賛の褒め言葉．
で，Cum Laudeっていうのを僕はもらったんで
すよね．大学院だからだいぶ甘かったんです．
高橋：優秀だったっていうことですか．
小平：もっといいとMagna Cum Laudeって「大
称賛に値する」っていうのがあって，その時に

シリーズ：天文学者たちの昭和



第 115巻　第 1号 49

キール大学で僕の近いところでそれをもらったっ
て聞いたことはなかったけど，後になって日本学
術振興会のボンセンターにいて，ドイツから日本
に来るフェローシップにアプライする人なんかの
履歴書を見ると，Dr. Magna Cum Laudeってい
う人が結構いてね．外国行きのスカラーシップを
アプライするような人にはいるから，まあドイツ
人で優れた論文ってのはMagna Cum Laudeだっ
たと思うんですね．僕のCum Laudeって普通の
「まあ結構です」っていうのだったんだ．やっぱ
りドイツ語だったから，論文書きは大変でした
ね．口頭試験の方は受ける前は相当神経を使いま
したけれど，受けてみたらまあ先生との議論のや
り合いみたいな感じでね．
高橋：そういうのがあるっていうのは聞いてたわ
けですよね．
小平：うん，それはもう規定としてあって．
高橋：研究だけじゃなくて物理一般の話とか，副
科目ですか，天文学と数学と，そういういろんな
試験を受けなきゃいけないと．
小平：だからなんでしょうねえ，その人が研究し
たことの質とかそういうのでなくて，もう少しど
れくらい広く関心があるかとか，基礎的な知識が
あるかとか．それで日本に帰って来たらドイツの
学位は認めないって言われて（笑）．

●学位取得後

高橋： 先生は1964年に2つ論文を出してますよ
ね．1つがその学位論文になるようなもので，も
う1つ，太陽スペクトルの論文なんですか [2]？
小平：太陽スペクトルの，ああ．
高橋：そういうのも書かれてるんですね．
小平：ええ．当時のスペクトルだからものすごい
高分散というわけではないのかもしれないけど，
太陽は温度が低いから鉄の Iはもちろんスペクト
ルにたくさん出るわけです．ところが IIもあると
いう話がその頃出てきて，ウンゼルト先生が「こ
ういう論文が出てきてるんだけれども，いかさま

じゃないか．お前調べてみろ．」って言われて書
いた論文ですね（笑）．鉄の IIを使って鉄の
abundance（存在量）を計算しようとすると，そ
れの振動子強度が要るわけですけどね，そのへん
でいろいろ議論があって．だいたい見えてるのは
弱い線なものだから，それが本当に鉄の IIと
identify（同定）していいかどうかっていう問題
があったんです．
高橋： それはD論のテーマとはまた別にってい
うことですか．
小平：別です．ただ手法というか，D論で使った
のと同じ様な手法が使える話なんですよね．太陽
ですから大気構造とかはもうgivenであって，そ
こにまあ鉄を放り込んで，後はその鉄がどれくら
い電離して，観測されたような位置に観測された
ような強さのスペクトル線が出るかどうかってい
う計算をやって．それでまあ非常に弱いのが出て
くるんですけど，最後は統計的に有意かどうかっ
ていうマッチングの話に押し付けたと思いますけ
どね．
高橋：じゃあ同じ手法でできたという．
小平：ええ，それはまあ小さい論文だったから．
高橋：それで，この2つの論文は単著ということ
なんですね．
小平：その頃はねえ，だいたい論文って単著だっ
たんですよ．
高橋：そうなんですか．これにウンゼルト先生は
入らないわけですか．
小平：入らない．うん，ウンゼルト先生は．
高橋：当時は指導教官と共著というふうにはなら
ないと．
小平：その時代の論文ってのはほとんどが単著で
したね．せいぜいまあ2人のがあったかもしれな
いけどね．まあウンゼルト先生がそういう主義
だったのかもしれませんけどね．
高橋：じゃあキールで学位を取って，その後しば
らくドイツにいたということでしたね．
小平：そうですね．最初は1年の約束で奨学金を
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もらってたのをウンゼルト先生が延ばしてくれ
て，3年間もらってました．それで1964年の5月
頃に学位もらって，学位取っちゃうと奨学金はそ
れで一応終わりなんですけど，ウンゼルト先生が
「ここで仕事続けたいんだったらポスドクとして
あと1年くらいいてもいいよ」みたいなことを
言ってくれたんです．それで別に他に口があった
わけでもないし，そうしているうちに今の家内と
結婚したんですよね．で，家内はまだ修士論文を
書いてたわけですけど，そのうち夏頃になったら
妊娠してるってことが分かって．で，家内の論文
ももう少し時間がかかるし，ウンゼルト先生も
「もう子供も生まれるし，ここにいたらどう
だ」って言ってくださったんです．それでまあそ
のつもりでいたんです．
高橋：それはウンゼルト先生から給料をもらうっ
てことですか？
小平： そうそう．彼はね，27歳で主任教授に
なったような人だから大学の中でも重鎮だったん
です．その研究室っていうか，理論物理研究所っ
て10人いるかいないかなんだけど，大きな図書
室も持っていて．ただその頃のドイツですから，
そんなにものすごく気前がいいっていうわけでも
なかったでしょうけど，日本に帰って来てみたら
ば国立大学の初任給っていうのは，その時ウンゼ
ルト先生から毎月もらってたのの半分くらいでし
たね．
僕はドイツで学生だった時，奨学金でもらうお
金の半分くらいは貯金してたんです．万一の場合
は日本に帰れなくてもどっかで食いつながなく
ちゃいけないから，食べるものを切り詰めて貯金
してたんですよね．だから2年目くらいまでには
あと2年いても大丈夫っていうくらいの貯金はし
てたんです．だけどまあウンゼルト先生がポスド
クとしての扱いで給料をくれるって言うんで，1
年いるのも悪くないなと思って，またその間に半
分貯金すれば（笑）．家内の方も国の方から奨学
金をもらってました．

高橋：そんなに給料が違ったんですね．奥様はど
ういう研究をされてたんですか？
小平：社会学ですね．初めはねえ，ハイデルベル
ク大学にいた時には英語と体育とか，なんか学校
の先生になるような資格を取ったんです．ドイツ
の場合，高等学校の先生でも専門が1つではダメ
なんですよね．2つやらないと．例えば図工と生
物学とかね，なんかそんな組み合わせ．で，家内
の場合は英語学っていうかフィロロギー（文献
学）っていうのとスポーツをやってた．で，キー
ルに来てから社会学に変えて，社会学ってのはあ
んまりドイツではまだ認知されてない学問でした
ね．アメリカではもう確立されてたんですけど．
それで家内はファミリーダイナミクスっていうの
を専門にしてて，まあだから家庭内の男女関係と
か，親と子供の関係とか，そういうのを社会学的
に分析するとかいうので．それでまあ日本の家庭
をテーマにしたんだけど，日本に来たことはな
かったわけですから，文献でね．
高橋：日本の家庭をテーマにしてたんですか？
小平：そう．日本女性の戦前戦後の社会的地位の
変遷かな．そんな論文なんだよ．
高橋：へ～．
小平：だからヨーロッパから見ると，アジアって
いうのは女性の地位が低いとかいうのがあって，
だいぶ男女関係が違う．特にまあ日本女性は謙虚
でおしとやかでっていうのだったのが，戦争で男
性が全部戦地に行ったから，その間は女性が主
権っていうかね，大きな役割を担った．そういう
状況でアメリカに占領されて，アメリカ的な男女
平等感覚が入って来たものだから，まあ日本の家
庭内での男女の地位，あるいは社会的な地位って
いうのは社会学の中ではアメリカなんかでもいい
テーマとして取り上げられてたんです．ただ，ア
メリカの場合は実学というか，日本に調査に行っ
たりすることができたんだけど，ドイツの場合，
しかも修士論文だとそこまではできないから，出
版されてる厚生省の統計とかね，そんなものばっ
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かりで研究やってた．だから一生懸命こんな分厚
い論文書いたけど，日本に来てみたら全然違って
たとか言って（笑）．だから社会学っていうのが
ドイツではあんまり認知されてなかったけど，家
内はキール大学では社会学でマスターを取った第
1号なんです．

（第4回に続く）
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Abstract: �is is the third article of the series of a long 
interview with Prof. Keiichi Kodaira. A�er graduating 
from the University of Tokyo with a master’s degree, 
he moved to Kiel University in Germany. �ere, under 
the guidance of A. Unsölt, a leading stellar physicist at 
the time, he worked on the study of stellar spectra. 
�en, a�er overcoming the thesis writing and oral ex-
amination in German, he obtained Ph.D degree, and 
his research was evaluated worldwide. Also he gained 
scienti�c motivation that led to his later research on 
galactic structure and chemical evolution. Germany at 
that time, like Japan, was in the period of reconstruc-
tion from World War II, and what was the situation 
about German universities and academics?
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